
～フランスの最新情報をいち早くお届けするフランスワークショップ～
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フランスの主要都市、首都圏の大部分は相乗効果の為、
アトゥー・フランスとタッグを組んでいます。トップ・フレン
チ・シティーズの名で団結し、遺産、止まらない文化、歴
史、創造エネルギーと《フランス流》生活の美学を更に輝
かせる目標を掲げています。
列車交通網の充実により、これらの都市はパリからまたは
都市間でのスピーディーなアクセスが可能になってい
ます。各地方の玄関口である事から、豊かな宿泊キャパシ
ティを誇り、都市滞在ならではの歴史と現代の融合、文化、

出会い、美食、ショッピング、夜の楽しみなど皆様の期待に
答えられる要素が盛りだくさんです。幾千の歴史が刻まれ
た建物、伝統、トップ・フレンチ・シティーズこそがフランス
を象徴するイメージと言っても過言ではありません。

皆様周知のブランドになっている観光地パリ、プロヴァン
ス、コートダジュール、シャンパーニュ、ノルマンディに負け
ず劣らず、トップ・フレンチ・シティーズは創造性とエレガ
ンスを備えた観光素材なのです。

トップ・フレンチ・シティーズ、 国際的フランス都市のネットワーク
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日本の旅行業界の皆様、

謹んでSAKIDORI FRANCE 2018の開催のご報告を申しあげます。
この2年間、日本人観光客の方々による治安の懸念も見られ、フランスの観光にとって歴史に残る
非常に厳しい年でございましたが、それももう過去の話しにできるでしょう。2017年は好調な回復
をみせ、皆様のご助力により今年は例年通りの観光客数を見込めそうです。

また、この現状に一役買っているのは、我が国が誇る美しい自然景観、美食やワイン、文化や史跡
遺産などの常に変わらない魅力ではないでしょうか。

スポーツ、自然、セルフドライヴ、河川クルーズ、ゴルフをはじめとするスポーツイベント、巡礼…
観光客のニーズに事細かに応えられるよう、皆様と共に旅行商品の多様化、そして現代化する必要
があると感じています。

例年と同様、今年も多くの、そして多様なサプライヤーを迎えることができました。出展者は日本
のマーケットに期待し、日本人観光客に更に来ていただけるよう多種多様な旅行素材、新情報を喜
んでご紹介させて頂きます。

今までと変わらず、観光における日本市場完全回復のため、また過去最高の送客数を目指して弊機
構スタッフ、フランスパートナーをどうぞお役立て下さい。

2018年5月30日

ごあいさつ

フレデリック・マゼンク

フランス観光開発機構
在日代表およびアジア・太平洋・中東陸統括責任者

ATOUT FRANCE フランス観光開発機構　プロモーション担当
Email : marketing.jp@atout-france.fr   www.france.fr

本カタログ内に記載された情報は予告なく変更される場合があります。最新の内容を都度ご確認くださいますようお願い申しあげます。
フランス観光開発機構では情報の完全性・正確性に対して一切の責任を負いません。
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ノルマンディー地方観光局
Normandy Tourist Board

ノルマンディー地方にようこそ......。
ノルマンディー地方観光局のエキスパートたちは、皆さまの旅のプランづくり
を個別にサポートし、皆さまが当地方の観光の魅力について知識を深めるお
手伝いをしています。
ノルマンディー地方で会いましょう！
●アルマダ・ド・ルーアン Armada de Rouen（2019年6月6日～16日）
とびきり美しくてとびきり大きな伝説の帆船がルーアンに集結する大型水上イ
ベント。街の中心部を流れるセーヌ川の河岸に7kmにわたってずらりと並ぶ
約50隻の船を無料で見学することができます。
www.armada.org
●ノルマンディー印象派フェスティバル（2020年4月～9月）
絵画はもちろん、コンテンポラリーアート、音楽、演劇、舞踏、写真、映画、
音と光のショー、草上の昼食、野外レストランなど、印象主義をさまざまな
形で紹介するフェスティバル。文化に触れながら賑やかなお祭りを楽しむイ
ベントです。
モネ、ルノワール、ピサロなど印象派絵画の傑作を目にする貴重な機会でも
あります。
www.normandie-impressionniste.fr

NORMANDY TOURIST BOARD
14 rue Charles Corbeau 27000 Evreux   Tel : +33 (0)2 32 33 79 00
www.normandy-travel-trade.com 

Edouard VALERE
エドゥアール・ヴァレール
マーケティング部長
Tel : +33 (0)2 32 33 07 07 
e.valere@normandie-tourisme.fr

担当者

お問い合わせ

観光局

©Kanuman shutterstock.com

©GeorgesKyrillos - Fotolia.com atmospheric

ジヴェルニー ©E. Tessier - D. Dumas CRT Normandie

©Studio Photo AG Fotolia.com
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パリ空港公団
Paris Airport

パリ空港には、ラグジュアリーなファッションやジュエリーから、スタイリッシュなレ
ストランやミュージアムまで、パリの魅力がぎっしりと詰まっています。すべての商
品が免税価格でショピングできるのもうれしいポイントです。パリならではのブラン
ドとサービスで最高の思い出を。
【免税ショッピング】1,000以上のブランドが１ユーロから免税価格でお買い求め
いただけます。もちろん面倒な免税手続きは一切必要ありません。限定商品から定
番アイテムまで様々な商品を多数取り揃えています。マカロンのような日持ちしない
スイーツも空港で購入すれば安心です。
【Instant Paris】ターミナル２に専用ラウンジ「Instant Paris」がオープンしました。
航空機の座席を問わずどなたでも無料でご利用いただけます。ホテル（有料）やダ
イニングスペースも備え、まるでパリ市内にいるような快適なひとときを過ごせます。
【ミュージアム・スペース】ターミナル2E-Mには入場無料の美術館がございます。
パリ市内の美術館と提携し、定期的に企画を変えて展示しています。展示物はレプリ
カではなくすべてオリジナルなので芸術の香りを、旅の最後までご堪能いただけます。
【本格グルメ】パリ空港では、フレンチのミシュランスターシェフを積極的に招聘し
てレストランやカフェを展開しております。2020年末までには各ターミナルに１店
以上の出店を予定しています。空港にいながらにして、最高峰のグルメ料理が楽し
めます。
■旅行代理店の皆様へ
お得な特典をご用意しております。詳しくはパリ空港公団のブースにお越しいただく
か、下記にお問い合わせください。

PARIS AIRPORT
291, boulevard Raspail ‒ 75675 Paris   Tel : +33 (0)1 43 35 71 93
Quitterie.BERESNIKOFF@adp.fr   http://int.aeroportsdeparis.fr/ja/

Hisae KAWASAKI
川崎 久恵
コンサルタント
Tel : 03-6407-9047 
h.ando@rcs-advertising.com

担当者

Jérome LANDRAS
ジェローム・ランドラ
プレス担当
jerome.landras@adp.fr

お問い合わせ

空港

CDG空港免税店「BuY PARIS DUTY FREE」©Paris Airport

ラウンジ型ホテル「Instant Paris」（ターミナル2）©Paris Airport

ギィ・マルタンのレストラン「I Love Paris」（ターミナル2E-L）©Paris Airport

美術館「エスパス・ミュゼ（Espaces Musées）」（ターミナル2E-M）©Paris Airport

プレス担当者
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ホテル・ルーメン・パリ・ルーヴル
Hotel Lumen Paris Louvre

パリの中心部、ルーブル美術館、オペラ座、ヴァンドーム広場、シャン
ゼリゼ大通り、そしてシックで高級感あふれるサントノレ通りからすぐ
の場所にあるホテル・ルーメン・パリ・ルーブルは、ビジネスの旅に
も大切な人と過ごすロマンチックな旅にも、あるいはカルチャーやショッ
ピングを楽しむ旅にもぴったりの4ツ星ホテルです。

ネオ・バロック様式でまとめられたこのデザイナーズホテルの客室は、
スイートルームを含めて40室。お一人お一人のニーズに合わせた温か
いおもてなしを提供しています。

レストランで腕を振るうのは日本人シェフ、杉浦明。肉、魚、パスタを
メインに、フレンチ、イタリアン、和食を組み合わせた季節感あふれる
味わい深い料理でお客さまを魅了しています。

温もりと静かで落ち着いた雰囲気が魅力のバーラウンジ/サロン・ド・
テも併設。有名パティシエ、ピエール・エルメのマカロンなど、本場
フランスの絶品スイーツをご賞味いただけます。

HOTEL LUMEN PARIS LOUVRE
15 rue des Pyramides 75001 Paris   Tel : +33 (0)1 44 50 77 00
resa@hotel-lumenparis.com   https://hotel-lumenparis.com/en/

Arnaud BAL
アルノー・バル
ジェネラル・マネージャー
Tel : +33 (0)1 44 50 77 00
arnaud.bal@hotel-lumenparis.com

Aline SEVILLANO
アリーヌ・セヴィラノ
マーケティング・コマーシャル・ディレクター
aline.sevillano@hotel-lumenparis.com

来日者

お問い合わせ

ホテル

ホテル・ルーメン・パリ©Elodie Dupuis

クラシックツイン©Christophe BIELSA

スーペリア、浴室©Christophe BIELSA

スーペリア©Christophe BIELSA

LUMEN
Paris Louvre

Hotel - Restaurant - Bar

担当者
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ホテル・メイフェア・パリ
Hotel Mayfair Paris

ホテル・メイフェア・パリHôtel Mayfair Parisはパリ１区、ヴァンドーム
広場とコンコルド広場という2つの王立広場に挟まれ、ルーヴル美術館の
ほか、百貨店（ギャラリー・ラファイエット、プランタン）があるオペラ地
区まですぐの場所に位置します。
当ホテルの部屋数は40室。7室のジュニアスイート、ファミリールーム、
コネクティングルームもご用意しています。
当ホテルはフランスの伝統的なスタイルを取り入れた「デザイナーズホテル」
で、洗練とエレガンスと調和の美を見事に融合しています。部屋のインテリ
アは、テーマカラーを用いてそれぞれ異なる装いでまとめられています。布
張りの壁、フランスの伝統生地「トワル・ド・ジュイ」、パリを描いたリト
グラフは、永遠のフレンチスタイルに捧げるオマージュです。
12名用の会議室も設けられているので、ビジネストリップにも便利です。
ハイセンスでこだわりが強いことで知られるビジネス界、ファッション界、
ラグジュアリーブランド界のリピーターの皆さまからは、とくに当ホテルのき
め細やかなサービスが評価されています。
日本のお客さまからは、ホテルの立地やツインルームがあること、部屋にバ
スタブ付きのバスルームが備えられていること、日本のテレビ「JSTV」が
視聴できることなども喜ばれています。

HOTEL MAYFAIR PARIS
3 rue Rouget de L’Isle - 75001 Paris   Tel : +31 (0)1 42 60 84 86
www.hotelmayfairparis.com

Redouane YAHIAOUI
ルドゥワーヌ・ヤイアウイ
セールス、マーケティング＆レベニュー マネージャー
Tel :+31 (0)1 42 60 84 89
yredouane@hotelmayfairparis.com

お問い合わせ

ホテル

フロント

デラックス・ツインルーム

デラックスルーム

担当者
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ホテル・メイフェア・パリ
Hotel Mayfair Paris

ホテル・メイフェア・パリHôtel Mayfair Parisはパリ１区、ヴァンドーム
広場とコンコルド広場という2つの王立広場に挟まれ、ルーヴル美術館の
ほか、百貨店（ギャラリー・ラファイエット、プランタン）があるオペラ地
区まですぐの場所に位置します。
当ホテルの部屋数は40室。7室のジュニアスイート、ファミリールーム、
コネクティングルームもご用意しています。
当ホテルはフランスの伝統的なスタイルを取り入れた「デザイナーズホテル」
で、洗練とエレガンスと調和の美を見事に融合しています。部屋のインテリ
アは、テーマカラーを用いてそれぞれ異なる装いでまとめられています。布
張りの壁、フランスの伝統生地「トワル・ド・ジュイ」、パリを描いたリト
グラフは、永遠のフレンチスタイルに捧げるオマージュです。
12名用の会議室も設けられているので、ビジネストリップにも便利です。
ハイセンスでこだわりが強いことで知られるビジネス界、ファッション界、
ラグジュアリーブランド界のリピーターの皆さまからは、とくに当ホテルのき
め細やかなサービスが評価されています。
日本のお客さまからは、ホテルの立地やツインルームがあること、部屋にバ
スタブ付きのバスルームが備えられていること、日本のテレビ「JSTV」が
視聴できることなども喜ばれています。

HOTEL MAYFAIR PARIS
3 rue Rouget de L’Isle - 75001 Paris   Tel : +31 (0)1 42 60 84 86
www.hotelmayfairparis.com

Redouane YAHIAOUI
ルドゥワーヌ・ヤイアウイ
セールス、マーケティング＆レベニュー マネージャー
Tel :+31 (0)1 42 60 84 89
yredouane@hotelmayfairparis.com

お問い合わせ

ホテル

フロント

デラックス・ツインルーム

デラックスルーム

担当者

ホテル・レジーナ・パリ
Hotel Regina Paris

2018年5月15日にサウナとハマムを併設したフィットネスセンターがOPEN！
● パリの中心地、ルーヴル美術館やチュイルリー公園の向かいにあり、
オペラ座も徒歩圏内の好立地ホテルです。都会のど真ん中でありなが
ら、Quiet Hotel Room®のラベルを獲得すると同時に、コンデナスト・
トラベラーでは「世界で最も静かなホテル」として紹介されています。

● 32室のスイートを含む全99室の5つ星のホテルで、2015年に全面
改装されています。

 全ての客室はバスタブ付き、ダブル、またはツイン仕様です。エッフェ
ル塔ビューのお部屋もございます。

● 英国スタイルのバー、ワイン・バー、フランス料理レストラン、そして
中庭テラスはパリの中心ながら安らぎのひと時を提供しています。

● プリファードホテルズ＆リゾーツLVXコレクションのメンバーホテル
です。

● 同グループのル・マジェスティックホテル＆スパはシャンゼリゼや凱旋
門に近いクラシック・コンテンポラリー・スタイルのブティックホテル
です。

● 同グループのホテル・ラファエルはそれぞれ異なる伝統的内装のプラ
イベート空間が自慢のホテルで、7階のレストラン、バー、テラスから
はパリの360°パノラマをお楽しみいただけます。

HOTEL REGINA PARIS
2, Place des Pyramides - 75001Paris   Tel : +33 (0)1 42 60 31 10
reservation@regina-hotel.com   www.regina-hotel.com

Cristiano MORELLI
クリスチアーノ・モレリ
コマーシャル＆マーケティング・ディレクター
Tel : +33 (0)6 37 08 65 42
cristiano.morelli@hotels-baverez.com

担当者

お問い合わせ

ホテル

©Hotel Regina Paris

©SA Les Hotels Baverez

©SA Les Hotels Baverez

デラックス・ツイン©Hotel Regina Paris
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ドメーヌ･ド･ショーモン･シュール･ロワール
Domaine de Chaumont-sur-Loire

ドメーヌ･ド･ショーモン･シュール･ロワール―自然と芸術の中心地
比類ない文化遺産
パリから2時間ほどの場所にあり､ロワール川を望む高台に位置するドメーヌ･
ド･ショーモン･シュール･ロワールは､その自然の景観がユネスコの世界遺産に
登録されており､一年を通して訪れることができます｡
32ヘクタールの広さを持つ当領地は､以下の3つを統合しています:
●  芸術･自然センターは､毎年世界的に有名な15人ほどのアーティスト､造形
アーティスト､写真家を招待しています｡

●  国際庭園フェスティバルは､1992年から続く世界有数のフェスティバルで､
庭の専門家や愛好家から高い評価を得ており､毎年異なるテーマを設けて､
世界中から造園家や庭園デザイナーを招待しています｡

●  ロワール渓谷の最も美しい城の一つで､広大なイギリス風の風景式庭園に囲
まれています｡

その3つのアイデンティティはショーモン･シュール･ロワールの魅力で､芸術愛
好家や好奇心旺盛な方､熱心な園芸家や冒険家､そして文化遺産の専門家や歴
史愛好家に感じていただけます｡
ドメーヌ・ド・ショーモン・シュール・ロワールが取得しているラベル：ミシュ
ランガイド3つ星『ロワール渓谷の古城』
2018年4月24日から11月4日まで開催されている国際庭園フェスティバル
のテーマは｢思考の庭園｣です｡

DOMAINE DE CHAUMONT-SUR-LOIRE
41150 CHAUMONT-SUR-LOIRE, France   Tel : +33 (0)2 54 20 99 22
commercial@domaine-chaumont.fr   http://www.domaine-chaumont.fr/ja/homu

Sophie LE BERRE
ソフィー・ル＝ベール
国際関係ミッション担当
sophie.leberre@domaine-chaumont.fr

Sandrine GOUDEAU
サンドリーヌ・グドー
コマーシャル・ディレクター
Tel : +33 (0)2 54 20 99 20
sandrine.goudeau@domaine-chaumont.fr

来日者

お問い合わせ

ショーモン・シュール・ロワール城©Eric Sander

食の間©Eric Sander

国際庭園フェスティヴァル「鏡の反対側から」©Eric Sander

アート＆自然センター、「パッサージュ」Cornelia Konrads ©Eric Sander

担当者

観光局
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ドメーヌ･ド･ショーモン･シュール･ロワール
Domaine de Chaumont-sur-Loire

ドメーヌ･ド･ショーモン･シュール･ロワール―自然と芸術の中心地
比類ない文化遺産
パリから2時間ほどの場所にあり､ロワール川を望む高台に位置するドメーヌ･
ド･ショーモン･シュール･ロワールは､その自然の景観がユネスコの世界遺産に
登録されており､一年を通して訪れることができます｡
32ヘクタールの広さを持つ当領地は､以下の3つを統合しています:
●  芸術･自然センターは､毎年世界的に有名な15人ほどのアーティスト､造形
アーティスト､写真家を招待しています｡

●  国際庭園フェスティバルは､1992年から続く世界有数のフェスティバルで､
庭の専門家や愛好家から高い評価を得ており､毎年異なるテーマを設けて､
世界中から造園家や庭園デザイナーを招待しています｡

●  ロワール渓谷の最も美しい城の一つで､広大なイギリス風の風景式庭園に囲
まれています｡

その3つのアイデンティティはショーモン･シュール･ロワールの魅力で､芸術愛
好家や好奇心旺盛な方､熱心な園芸家や冒険家､そして文化遺産の専門家や歴
史愛好家に感じていただけます｡
ドメーヌ・ド・ショーモン・シュール・ロワールが取得しているラベル：ミシュ
ランガイド3つ星『ロワール渓谷の古城』
2018年4月24日から11月4日まで開催されている国際庭園フェスティバル
のテーマは｢思考の庭園｣です｡

DOMAINE DE CHAUMONT-SUR-LOIRE
41150 CHAUMONT-SUR-LOIRE, France   Tel : +33 (0)2 54 20 99 22
commercial@domaine-chaumont.fr   http://www.domaine-chaumont.fr/ja/homu

Sophie LE BERRE
ソフィー・ル＝ベール
国際関係ミッション担当
sophie.leberre@domaine-chaumont.fr

Sandrine GOUDEAU
サンドリーヌ・グドー
コマーシャル・ディレクター
Tel : +33 (0)2 54 20 99 20
sandrine.goudeau@domaine-chaumont.fr

来日者

お問い合わせ

ショーモン・シュール・ロワール城©Eric Sander

食の間©Eric Sander

国際庭園フェスティヴァル「鏡の反対側から」©Eric Sander

アート＆自然センター、「パッサージュ」Cornelia Konrads ©Eric Sander

担当者

観光局 オーヴェルニュ・ ローヌ・アルプ地方観光局
Auvergne-Rhone-Alpes Tourism

スイスとイタリアとの国境、ブルゴーニュ地方とプロヴァンス地方のあいだに位置
するオーヴェルニュ・ローヌ・アルプ地方。当地方はモンブランの万年雪、ドローム・
プロヴァンサル地区のラベンダー畑、フランス最大級の湖の数々（ジュネーヴの
レマン湖、アヌシー湖、ブルジェ湖）、オーヴェルニュの火山などバライティに富
む雄大な景色に出会える場所です。一度の旅でこれほど美しい絶景の数々を目に
し、多種多彩な楽しみを味わえるのは、フランス広しといえどもここだけです！

当地方は高名なシェフ、ポール・ボキューズに象徴される美食の地でもあり、リ
ヨンはフランスの美食文化の中心地となっています。
また、8つのUNESCOの世界遺産と22の「フランスの最も美しい村」を抱え持っ
ています。
アウトドアアクティビティやハイキングにも理想的です。

2018年の新着情報 : 
● リヨンの高級ブランドショッピングを充実させるザ・ヴィラージュ・アウトレッ
トThe village outletがお目見え  www.thevillagelyon.com

● ジェーヴ（モンブラン）にフォーシーズンズ・ホテルFour Seasons hôtelが
オープン   www.fourseasons.com/megeve/

● グランマシフ・サモアン・モリヨンにクラブメッドClub Medの新しいバカン
ス村が誕生   www.clubmed.fr/l/grand-massif-samoens-morillon

グループまたは個人向けツアーの開催、企画についてのご相談もお任せください。

AUVERGNE-RHONE-ALPES TOURISM
8 rue Paul Montrochet 69002 LYON   Tel : +33 (0)4 26 73 31 59   Web : www.inauvergnerhonealpes.com
Photothèque : http://phototheque.auvergnerhonealpes-tourisme.com/en/   WEBTV : www.rendez-vous.tv/  

Rachel GREGORIS
ラシェル・グレゴリス
海外マーケットマネージャー
Tel : +33 (0)4 26 73 31 67
r.gregoris@auvergnerhonealpes-tourisme.com

担当者

お問い合わせ

観光局

Puy de Côme ‒ Le Puy de Dôme©Gérard Fayet, Le Mont Blanc ©Pascal maillet Contoz

©Institut Paul Bocuse

©PioucubeAuvergne-Rhône-Alpes Tourisme

アヌシー湖©P. BlancAuvergne-Rhône-Alpes Tourisme
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シャモニー・モンブラン観光局
Office de Tourisme Chamonix Mont-Blanc

シャモニー・モンブランのアピールポイント
● 国際的なイベントや素晴らしい音楽祭などで年間を通じてにぎわう、ア
ルプスの伝統が息づく山あいの町

● ジュネーヴからたったの1時間
● 大切に守られている豊かな歴史遺産をもつ、数々の伝説と冒険に彩られ
た場所

● 登山とアウトドアの中心地で、ハイカーや自然愛好家にとっての楽園
● モンブラン（4,810m）：観光客数世界第3位の自然サイト
● 感動のエクスカーション：氷河と高山が織り成す壮大な世界を気軽に
味わえる――エギュイーユ・デュ・ミディ（3,842m）、メール・ド・グラース、
登山鉄道「モンブラン・トラムウェイ」など......

［新着情報］ 
改修された４ツ星ホテル、レジデンス＆アパートホテル、メール・ド・グラー
スにあるホテル「リフュージュ・デュ・モンタンヴェールRefuge du 
Montenvers」、4,000m²のスパ

モンブランの山裾で観光客の皆さまに質の高いサービスを提供し、思い出
に残る旅を楽しんでいただくため、シャモニーではつねに観光インフラの整
備と改善に取り組んでいます。

OFFICE DE TOURISME CHAMONIX MONT-BLANC
85 Place du Triangle de l’Amitié 74400 Chamonix Mont-Blanc   Tel:+33 (0) 450 53 00 24
info@chamonix.com   www.chamonix.com

Chloé ANCRENAZ
クロエ・アンクルナズ
日本マーケット・プロモーション担当
Tel : +33 (0)450 53 23 33
promotion@chamonix.com

Cécile BOUZARD
セシル・ブザール
コミュニケーションマネージャー
communication@chamonix.com 

お問い合わせ

©P.Labarbe_OT Chamonix

モンタンヴェール・メール・ド・グラス ©Monica Dalmasso

エギュイーユ・デュ・ミディ©CMB

シャモニー ©Gilles Lansard

担当者 プレス担当者

観光局
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ソフィテル リヨン ベルクール
Sofitel Lyon Bellecour

● スイートルームを含む164室の5ツ星ホテル。スパ、展望レストラ
ンでのご朝食、多種類のハーブティーやお茶をお楽しみ頂けるカフェ
など、5星ならではの快適なサービスをご用意致しております。

● 光の街リヨンの中心地、ローヌ川沿いという最高の立地にある当
ホテルは、ショッピング街や各種ミュージアムに近く、ワインの産
地にも簡単アクセスでき、世界各国のお客様からご好評を頂いて
おります。

● 最上階のミシュラン星付き展望レストランでは素晴らしいリヨンの街
並みと、シェフ、クリスチャン ラームの旬の素材を吟味した極上の
お料理で、夢のようなひとときをお過ごしください。

● リヨンの街を一望するパノラマを楽しみながらの優雅な気分で朝食
を召し上がって頂けます。

● 日本語を話すレセプションスタッフがおりますので、安心のご滞在を
お約束いたします。

SOFITEL LYON BELLECOUR
20 QUAI GAILLETON - 69 002 Lyon   Tel : +33 (0)4 72 41 20 39
http://www.sofitel.com/gb/hotel-0553-sofitel-lyon-bellecour/index.shtml

Stéphanie CATIMEL
ステファニー・カチメル
セールスディレクター
Tel : +33 (0)6 46 67 74 09
stephanie.catimel@sofitel.com

担当者

Yuki GOUVERNEUR
ユキ・グーベルナール
レセプション担当
h0553-om@sofitel.com

プレス担当者

お問い合わせ

ホテル

©Gilles Trillard

©Gilles Trillard

©Fabrice Rambert

©Jean Luc Abraini

ホテルホテル

13



メルキュール・リヨン・サントル・シャトー・ペラーシュ
Mercure Lyon Centre Chateau Perrache

©Abaca Corporate  Etienne Rugger

©Abaca Corporate  Etienne Rugger

● 1906年、建築家ジョルジュ・シュダンヌによって立てられ、歴史
建造物に指定されているホテルで素敵な滞在はいかがですか。

● エレガンスと現代性を兼ね備える、アール・デコとアール・ヌーボー
を組み合わせたスタイルが自慢のホテルです。

● 2015年に客室を改修し、心地よい滞在をお約束します。トリプ
ル（3名部屋）、クアッドルーム（4名部屋）を含む、全120室
ございます。

● 新しいテラス、およびペタンクやミカド（棒を引き抜くゲーム）な
どが楽しめる屋外遊戯スペース、6時から22時まで営業している
フィットネスルームも備えておりますので、余った時間も暇をもて
あますことなくお楽しみいただけます。

● 「ラ・クポールLA COUPOLE」には間取りを自由に変えられる
遊び心あふれるセミナースペース（面積350m2）もございます。
MICEのお客様にお勧めです。

● ベルクール広場、エリア・コンフリュエンスや博物館まで、徒歩
10分ほどの好立地です。

スタッフ一同、日本のお客様のお越しを心よりお待ち申しあげます。

MERCURE LYON CENTRE CHATEAU PERRACHE
12 cours de Verdun Rambaud, 69002 Lyon   Tel : +33(0)4 72 77 15 00
http://www.mercure.com/fr/hotel-1292-hotel-mercure-lyon-centre-chateau-perrache/index.shtml

Marta PARDO-BADIER
マルタ・パルド=バディエ
支配人
h1292-gm@accor.com

来日者

Florence BARBIERI
バルビエリ・フローレンス
リザベーションマネージャー
Tel : +33 (0)4 72 77 15 06
h1292-re@accor.com

担当者

お問い合わせ

©Abaca Corporate  Etienne Rugger

ホテルホテルホテル
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エクランドゥフランス
Ecrins de France

エクランドゥフランスは、日本とフランスの二国の文化に精通したフランス旅行
のクリエーター
エクランドゥフランス（Ecrins de France）は、フランスのリヨンに拠点を置く
フランス旅行のランドオペレーターです。
日本とフランスの二国の文化に精通した日仏スタッフによって、個人旅行、団
体旅行、レジャー、ビジネス滞在を問わず、フランス各地のご旅行をサポート
しております。
旅行者の多様化したあらゆるニーズにお応えし、高度な情報力・提案力・サポー
ト力で、クオリティ・オリジナリティ・ホスピタリティに富んだ旅行をご提供い
たします。
夢の旅を現実に、新たな感動を共に創造しましょう！

エクランドゥフランスが選ばれる5つの理由
1. 日仏スタッフによって、日本人旅行者の嗜好とニーズを把握した的確なお手
配を実現します。

2. きめ細やかなお手配でツアーの品質と顧客満足度を保証します。
3. クオリティ・オリジナリティ・ホスピタリティに富んだ旅行素材を提案し、
旅行者の多様化したニーズに対応します。

4. 迅速なレスポンスで、円滑な営業をサポートします。
5. 24時間日本語で旅行者をサポートし、ツアーパートナーとしての信頼関係
を築いていきます。

フランス旅行はエクランドゥフランスにお任せください！

ECRINS DE FRANCE
68 avenue Maréchal de Saxe 69003 Lyon   Tel : +33 (0)4 37 25 59 53
contact@ecrinsdefrance.fr   www.ecrinsdefrance.fr   Facebook : https://ja-jp.facebook.com/ecrinsdefrance/

名取 由紀子

代表
Mobile : +33 6 32 88 42 58
ynatori@ecrinsdefrance.fr

担当者

お問い合わせ

現地手配会社

©fotolia

フレンチアルプスの村©fotolia

ボジョレーのぶどう畑©fotolia

プロヴァンスのラベンダー畑©fotolia

現地手配会社現地手配会社
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ヌーヴェル・アキテーヌ地方“ゴルファーのデスティネーション”
Nouvelle-Aquitaine, “The  Golfers’ Destination”

ヌーヴェル・アキテーヌ地方は84のゴルフ場を擁し、フランスで2番目にゴルフコースが多い地方
です！とくにビアリッツは、町から1時間半の圏内に16のゴルフ場を抱え、人気の観光デスティネー
ションとなっています。さらに、ぶどう畑に囲まれたメドックゴルフ場やサン・テミリオンゴルフ場、
コニャックゴルフ場、リモージュのポルスレーヌゴルフ場などがあるほか、林間部や海岸部にも数
多くのコースが設けられています。今年はフランスでライダーカップが開催されますが、この栄えあ
る大会を前に、ヌーヴェル・アキテーヌ地方ではゴルフ愛好家を対象にたくさんのパッケージプラ
ンを提案しています。

ヌーヴェル・アキテーヌ地方を旅する10の理由
● 720kmにおよぶパウダーサンドのビーチ、楽園のような4つの島（レ、オレロン、エクス、マダム）、
有名な海水浴場（アルカション、ロワイヤン、ビアリッツ、ラ・ロシェル）、サーフィンに理想的な海（ラ
カノー、オスゴール、ビアリッツ）

● 陽光降り注ぐ恵まれた気候
● 高名なブドウ畑：ボルドー、コニャック
● パリから鉄道所要時間が2時間になったボルドー、歴史ある4つの町（ポワティエ、バイヨンヌ、
ポー、リモージュ）

● 数々のUNESCO世界遺産（ボルドー、サン・テミリオン、サン・サヴァン・シュル・ガルタン
プ修道院付属教会など）

● 芸術、工芸の名品（オービュッソンのタペストリー、リモージュ琺瑯、陶磁器、皮革製品など）
● フランス南西部のライフスタイルと、この地ならではのグルメの逸品（フォワグラ、キャビア、牡蠣、
塩、山羊のチーズなど）

● 夏も冬も楽しめるスポーツ（ピレネー山脈での各種アクティビティ、大西洋沿岸でのサーフィン
のほか、ゴルフ場も多数）

● 海から山まで、湖沼から森まで・・・それぞれに異なる魅力を放つ6大景観
 ピラ砂丘とアルカション湾/「緑のヴェネチア」の異名をとるポワトゥー地方の湿地帯（マレ・ポ
ワトヴァン）/ドルドーニュ渓谷とラスコー /ランドの森/ピレネー山脈/ヴァシヴィエール湖

● 5つの自然公園
 ペリゴール・リムーザン/マレ・ポワトヴァン/ランド/リムーザン・ミルヴァッシュ高原/ピレネー
国立公園

NOUVELLE-AQUITAINE, "THE GOLFERS' DESTINATION"
4 Place Jean Jaurès, 33074 Bordeaux Cedex   Tel : +33 (0)5 56 01 70 00
www.visit-nouvelle-aquitaine.com

Céline BOUTE
セリーヌ・ブートウ
アジア太平洋ゾーン担当
Tel : +33 (0)5 56 01 73 68
celine.boute@nouvelle-aquitaine-tourisme.com

担当者

お問い合わせ

イルバリッツ・ゴルフ _©Alban GILBERT

©Region_Nouvelle-Aquitaine_Pascal_Baudry

Lascaux ©JJ Brochard

コニャック©ORA M. Anglada

観光局
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ボルドー観光会議局
Bordeaux Tourism & Convention Board

ヌーヴェル・アキテーヌ地方の首都ボルドーは、今をときめく旬の旅行先です。
UNESCOの世界遺産に登録されている18世紀の美しい建築物、フランス
南西部の質の高い暮らしと生活の美学、秀逸なワイン＆ミシュランの星付き
レストランでの美食、充実のホテル＆スパ＆ラグジュアリーショッピング、ク
リエイティブで豊かなアートライフ、クルージング、ゴルフ、サイクリングなど、
その魅力は尽きません。
● パリからボルドーまで、LGV（高速鉄道）でたったの2時間。
● 2018年秋、「海と航海の博物館 Musée de la mer et de la marine 
(MMM)」がオープンします。それに先立ち、2018年6月には初の特別
展を開催し、クロード・モネの名画を紹介します。

● おすすめスポット：ラ・シテ・デュ・ヴァンLa Cité du Vin
 臨場感あふれる体感型の演出を通じて、ワインに関わる文化や文明を紹
介する施設です。

● ボルドーワイン祭り（2018年6月14～ 18日）：テイスティング、ガロ
ンヌ川沿いに設けられた2kmにわたる「ワイン街道」で繰り広げられる出
会いのイベント、音楽、音と光のショー、花火など

● 観光局のサービス：個人およびグループを対象とした市内、川、ワイナリー
を各種テーマのもとに訪ねるエクスカーションの開催やガイドの手配。個々
のニーズに対応したアドバイスやサービス

BORDEAUX TOURISM & CONVENTION BOARD
12 cours du XXX Juillet ‒ CS 31366 ‒ F-33080 Bordeaux   Tel : +33 (0)5 56 00 66 00
otb@bordeaux-tourisme.com   www.bordeaux-tourism.jp   www.bordeaux-tourisme.com

Julie BOUYÉ
ジュリー・プイエ
イベント担当
Tel : +33 (0)5 56 00 06 12
j.bouye@bordeaux-tourisme.com

担当者

Alaïs PERRET
アライス・ペレ
プレス担当
a.perret@bordeaux-tourisme.com

プレス担当者

お問い合わせ

観光局

シテ・デュ・ヴァンとシカンブル©alban gilbert

水鏡 ©Didier Doustin; Bordeaux Métropole

ボルドーでのんびりする©Loïc Graniczny

ヌーヴェル・アキテーヌ地方“ゴルファーのデスティネーション”
Nouvelle-Aquitaine, “The  Golfers’ Destination”

ヌーヴェル・アキテーヌ地方は84のゴルフ場を擁し、フランスで2番目にゴルフコースが多い地方
です！とくにビアリッツは、町から1時間半の圏内に16のゴルフ場を抱え、人気の観光デスティネー
ションとなっています。さらに、ぶどう畑に囲まれたメドックゴルフ場やサン・テミリオンゴルフ場、
コニャックゴルフ場、リモージュのポルスレーヌゴルフ場などがあるほか、林間部や海岸部にも数
多くのコースが設けられています。今年はフランスでライダーカップが開催されますが、この栄えあ
る大会を前に、ヌーヴェル・アキテーヌ地方ではゴルフ愛好家を対象にたくさんのパッケージプラ
ンを提案しています。

ヌーヴェル・アキテーヌ地方を旅する10の理由
● 720kmにおよぶパウダーサンドのビーチ、楽園のような4つの島（レ、オレロン、エクス、マダム）、
有名な海水浴場（アルカション、ロワイヤン、ビアリッツ、ラ・ロシェル）、サーフィンに理想的な海（ラ
カノー、オスゴール、ビアリッツ）

● 陽光降り注ぐ恵まれた気候
● 高名なブドウ畑：ボルドー、コニャック
● パリから鉄道所要時間が2時間になったボルドー、歴史ある4つの町（ポワティエ、バイヨンヌ、
ポー、リモージュ）

● 数々のUNESCO世界遺産（ボルドー、サン・テミリオン、サン・サヴァン・シュル・ガルタン
プ修道院付属教会など）

● 芸術、工芸の名品（オービュッソンのタペストリー、リモージュ琺瑯、陶磁器、皮革製品など）
● フランス南西部のライフスタイルと、この地ならではのグルメの逸品（フォワグラ、キャビア、牡蠣、
塩、山羊のチーズなど）

● 夏も冬も楽しめるスポーツ（ピレネー山脈での各種アクティビティ、大西洋沿岸でのサーフィン
のほか、ゴルフ場も多数）

● 海から山まで、湖沼から森まで・・・それぞれに異なる魅力を放つ6大景観
 ピラ砂丘とアルカション湾/「緑のヴェネチア」の異名をとるポワトゥー地方の湿地帯（マレ・ポ
ワトヴァン）/ドルドーニュ渓谷とラスコー /ランドの森/ピレネー山脈/ヴァシヴィエール湖

● 5つの自然公園
 ペリゴール・リムーザン/マレ・ポワトヴァン/ランド/リムーザン・ミルヴァッシュ高原/ピレネー
国立公園

NOUVELLE-AQUITAINE, "THE GOLFERS' DESTINATION"
4 Place Jean Jaurès, 33074 Bordeaux Cedex   Tel : +33 (0)5 56 01 70 00
www.visit-nouvelle-aquitaine.com

Céline BOUTE
セリーヌ・ブートウ
アジア太平洋ゾーン担当
Tel : +33 (0)5 56 01 73 68
celine.boute@nouvelle-aquitaine-tourisme.com

担当者

お問い合わせ

イルバリッツ・ゴルフ _©Alban GILBERT

©Region_Nouvelle-Aquitaine_Pascal_Baudry

Lascaux ©JJ Brochard

コニャック©ORA M. Anglada

観光局
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プロヴァンス・リュベロン観光局
Office de Tourisme Luberon Cœur de Provence

リュベロンは新たな発見に触れ、活力を養うのにぴったりの場所。プロヴァン
ス地方の中心部、数々のメジャーな観光地からすぐのところにある素晴らしい
旅のデスティネーションです。鷹の巣村のゴルド、セナンク修道院、ラベンダー
博物館、美しいルールマラン村、リュベロン自然公園など、おすすめスポット
は数知れません。
デラックスなホテル、温かな雰囲気を湛えたペンション、グルメのレストラン、
美味しい果物や野菜が並ぶカラフルなマルシェ、鷹の巣村を結んでくねくねと
延びる道、プールサイドで飲む冷たいドリンク、シャトーの見学、月光の下で
のコンサート… そんなものすべてがユニークな旅を約束します。
私たちリュベロン観光局は、この地を訪れる人がそれぞれ理想の旅を満喫でき
るようにお手伝いいたします！
そのため、DMCを組織内に取り込み、ア・ラ・カルトの観光プロダクトを提
案して皆さまのクライアントの夢の実現をサポート。例えば、料理教室、トリュ
フ狩り、ワインのテイスティングなど、グループ、FIT、MICE向けのプロダク
トを多数揃えています。
2018年の新着情報：ラベンダー・ファイン（真正ラベンダー）をテーマにした
「ここでしか体験できない」プロダクト（2～14人）
www.luberoncoeurdeprovence.com/sites/default/files/mediatheque/
exclusive_lavender_tour_2018.pdf
リュベロンで本物のプロヴァンスに出会いましょう！！！

OFFICE DE TOURISME LUBERON CŒUR DE PROVENCE
Place François tourel BP 70027 - 84301 Cavaillon Cedex   Tel : +33 (0)4 90 71 63 61
http://www.luberoncoeurdeprovence.com/en

Franck DELAHAYE
フランク・ドゥラエ
局長
f.delahaye@luberoncoeurdeprovence.com

担当者

お問い合わせ

観光局

セナンク修道院 ©Ph.Giraud - OTLMV

©Lourmarin OT LMV & Lourmarin townhall

©Laurent estibal Deuche forever Lavande

©13 Les Bories & Spa PISCINE
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アルル観光局
Arles Camargue Tourism

フランク・ゲーリータワー ©OT Arles

©OT Arles

©OT Arles

©B.Levet

アルルの魅力！
● 歴史地区の全体がUNESCOの世界遺産に登録
● ジュリアス・シーザー、ヴァン・ゴッホ、ピカソ、リュシアン・クレルグ、クリスチャン・ラクロワ、
フランク・ゲーリーなど偉人たちの足跡が刻まれた町

● 「ニューヨーク・タイムズ」紙が選ぶ「絶対に行きたい世界52カ所」の28位にランクイン
● 国際写真フェスティバルが開催され、国立写真高等美術学校を擁する「写真の町」
● 4つもある美術財団：ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ財団、LUMA財団、マヌエル・リベ
ラ＝オルティス財団、そして近々誕生する李禹煥（リー・ウファン）財団

● 30ほどある現代アートギャラリー

2000年の歴史をもつアルルは、未来へ向かって確実に歩を進めています。

上記のほかにも、魅力あふれるホテル、多彩なコンセプトを掲げるレストラン、さまざまなテー
マを紹介するミュージアム（古代ローマ、カマルグ、美術、現代アート）など......
アルルの魅力は尽きません！

アルル観光局を現地手配会社としてもお役立て下さい：
● 皆さまのクライアントのご要望に合わせたガイド付き見学
● 当地の魅力に触れるパッケージツアー：アルル、カマルグ、アルピーユ山脈、プロヴァン
ス地方など

● アルルを「違った角度から」楽しむ旅を提案する、エクスクルージヴなサービス
● MICE旅行のテクニカルサポート（会議、セミナー、親睦アクティビティなど）

アルル観光局のセールスチームにお気軽にお問い合わせください。皆さまのご要望に添える
よう、できる限り努力します。

ARLES CAMARGUE TOURISM
12 Bd Emile Zola 13200 Arles   Tel : +33 (0)4 90 18 41 26
www.arlestourisme.com

Anne BENEZECH
アンヌ・ベネツェック
団体営業マネージャー
a.benezech@arlestourisme.com

担当者

Francine RIOU
フランシーヌ・リウ
プレス担当
f.riou@arlestourisme.com

プレス担当者

お問い合わせ

観光局プロヴァンス・リュベロン観光局
Office de Tourisme Luberon Cœur de Provence

リュベロンは新たな発見に触れ、活力を養うのにぴったりの場所。プロヴァン
ス地方の中心部、数々のメジャーな観光地からすぐのところにある素晴らしい
旅のデスティネーションです。鷹の巣村のゴルド、セナンク修道院、ラベンダー
博物館、美しいルールマラン村、リュベロン自然公園など、おすすめスポット
は数知れません。
デラックスなホテル、温かな雰囲気を湛えたペンション、グルメのレストラン、
美味しい果物や野菜が並ぶカラフルなマルシェ、鷹の巣村を結んでくねくねと
延びる道、プールサイドで飲む冷たいドリンク、シャトーの見学、月光の下で
のコンサート… そんなものすべてがユニークな旅を約束します。
私たちリュベロン観光局は、この地を訪れる人がそれぞれ理想の旅を満喫でき
るようにお手伝いいたします！
そのため、DMCを組織内に取り込み、ア・ラ・カルトの観光プロダクトを提
案して皆さまのクライアントの夢の実現をサポート。例えば、料理教室、トリュ
フ狩り、ワインのテイスティングなど、グループ、FIT、MICE向けのプロダク
トを多数揃えています。
2018年の新着情報：ラベンダー・ファイン（真正ラベンダー）をテーマにした
「ここでしか体験できない」プロダクト（2～14人）
www.luberoncoeurdeprovence.com/sites/default/files/mediatheque/
exclusive_lavender_tour_2018.pdf
リュベロンで本物のプロヴァンスに出会いましょう！！！

OFFICE DE TOURISME LUBERON CŒUR DE PROVENCE
Place François tourel BP 70027 - 84301 Cavaillon Cedex   Tel : +33 (0)4 90 71 63 61
http://www.luberoncoeurdeprovence.com/en

Franck DELAHAYE
フランク・ドゥラエ
局長
f.delahaye@luberoncoeurdeprovence.com

担当者

お問い合わせ

観光局

セナンク修道院 ©Ph.Giraud - OTLMV

©Lourmarin OT LMV & Lourmarin townhall

©Laurent estibal Deuche forever Lavande

©13 Les Bories & Spa PISCINE
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マルセイユ観光会議局
Marseille Tourist Office and Convention Bureau

世界屈指の美しさを誇るマリーナ、57kmに及ぶ海岸線、年間300日を数える日
照日、地中海の美食、2600年の歴史......。そんな数々の魅力をそなえたマルセイ
ユは、世界的に著名な建築家たちの力を借り、かつ2013年に欧州文化首都を務
めたことをきっかけに、近年、目覚ましい変貌を遂げています。
フランス第2位の都市マルセイユは、パリから高速列車TGVでたったの3時間の
場所にあり、世界に名だたる観光地となっています！
マルセイユは『ナショナルジオグラフィック』誌で「訪れたい世界の海辺の都市トッ
プ10」に選ばれたほか、ウェブサイトwww.luxemagazine.comではショッピ
ングモール「テラス・デュ・ポール」が「訪れたい世界のルーフトップ10選」にラ
ンクインしました。また、欧州・地中海文明博物館（MuCEM）は欧州評議会より
「2015年ミュージアム賞」を授けられています。加えて、2020年のヨーロッパ
現代美術ビエンナーレ「マニフェスタManifesta」、2023年ラグビーワールドカッ
プ、2024年のパリ五輪のヨット競技の会場に選ばれています！
マルセイユ石鹸の博物館MUSAMAもオープン！石鹸作り体験などのアトリエも
開催しています。その他、新しいホテル群、ショップやブティック、素晴らしい美
食（2019年のイベントテーマ）、カランク国立公園、たくさんの文化イベント......。
マルセイユはそうした数ある魅力を味わいながら、海と田園地帯に囲まれたプロ
ヴァンス地方の魅力に触れる旅の拠点として最適です。
個人でマルセイユを訪れる際は、シティパス（24時間、48時間、72時間）と
日本語のアプリをぜひご利用ください！
グループを対象に、日本語ガイドによる観光ツアーも手配しています。

MARSEILLE TOURIST OFFICE AND CONVENTION BUREAU
11 La Canebière 13001 Marseille   Tel : +33(0)826 500 500
http://www.marseille-tourisme.com/jp/   #choosemarseille

Emilie BONNELL
エミリー・ボネル
プロモーション担当
Tel : +33 (0)4 86 09 53 75
ebonnell@marseille-tourisme.com

担当者

Marion FABRE
マリオン・ファーブル
広報担当
mfabre@marseille-tourisme.com

プレス担当者

お問い合わせ

観光局

©M.Colin

©OTCM

©MuSaMa

©FLC OTCM

ニース観光会議局
Nice Convention and Visitors Bureau

●地中海の「暮らし美学（アール・ド・ヴィーヴル）」が息づく街、ニース
ニースはフランス第5位の規模をもつコート・ダジュールの中心都市で、国際的名声
を誇ります。海と山に挟まれたこの街には観光アクティビティのオプションが盛りだくさ
ん。文化、アート、ショッピング、ナイトライフ、レジャー、美食、イベント、スポーツなど、
ありとあらゆる楽しみがこの地に集結しています。
●秀逸な建築遺産に彩られた街、ニース
ニースの街を散策すれば、ベル・エポック期の館やホテル、美術館、バロック様式の教会、
花咲く庭園など、豊富な建築遺産を目にすることになるでしょう。
旧市街ではカラフルなマルシェや工芸品を扱う小さな店などが、発見に満ちたそぞろ
歩きの楽しさを教えてくれます。
●充実のミュージアムを抱える街、ニース
ニースを訪れた人はまずこの街の多彩な魅力に驚き、次いで美術館やギャラリーでマ
ティスやシャガールやニース派の作品を目にして感動を覚えることでしょう。
●イベントでにぎわう街、ニース
国際的なスポーツイベント、この地で古くから受け継がれてきた文化の祭り、クリスマ
ス村、ニースジャズフェスティバル、カーニバル…これらの大規模イベントは四季折々
にニースを満喫する絶好の機会となることでしょう。
2019年のニースのカーニバルは2月16日～3月2日に開催され、テーマは「映画の王」
です。
●壮大な自然に囲まれた街、ニース
ニースはウィンタースポーツ、ハイキング、乗馬、サイクリング、ラフティングなど各種
アクティビティを楽しむ旅の出発地としても最適です。
私たちはみなさまの旅の実現をお手伝いする、頼れる理想的なパートナーです。

NICE CONVENTION AND VISITORS BUREAU
BP 4079 - 5 promenade des Anglais 06302 Nice Cedex 04   Tel : + 33 (0)4 92 14 46 46
http://jp.nicetourisme.com/

Catherine ANOUILH
カトリーヌ・アヌイ
マーケティング＆コミュニケーション
ディレクター
catherine.anouilh@otcnice.com

来日者

Ria KOLEMBUSOVA
リア・コレンブソヴァ
レジャー開発マネージャー
Tel : +33 (0)4 92 14 46 24
ria.kolembusova@otcnice.com

担当者

Isabelle BILLEY-QUERE
イザベル・ビリー＝ケレ
広報担当
isabelle.billey-quere@otcnice.com

プレス担当者

お問い合わせ

観光局

©OTC de Nice

サレヤ広場©OTC de Nice

カーナヴァル©OTC de Nice

プロムナード・デュ・パイヨン©OTC de Nice
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ニース観光会議局
Nice Convention and Visitors Bureau

●地中海の「暮らし美学（アール・ド・ヴィーヴル）」が息づく街、ニース
ニースはフランス第5位の規模をもつコート・ダジュールの中心都市で、国際的名声
を誇ります。海と山に挟まれたこの街には観光アクティビティのオプションが盛りだくさ
ん。文化、アート、ショッピング、ナイトライフ、レジャー、美食、イベント、スポーツなど、
ありとあらゆる楽しみがこの地に集結しています。
●秀逸な建築遺産に彩られた街、ニース
ニースの街を散策すれば、ベル・エポック期の館やホテル、美術館、バロック様式の教会、
花咲く庭園など、豊富な建築遺産を目にすることになるでしょう。
旧市街ではカラフルなマルシェや工芸品を扱う小さな店などが、発見に満ちたそぞろ
歩きの楽しさを教えてくれます。
●充実のミュージアムを抱える街、ニース
ニースを訪れた人はまずこの街の多彩な魅力に驚き、次いで美術館やギャラリーでマ
ティスやシャガールやニース派の作品を目にして感動を覚えることでしょう。
●イベントでにぎわう街、ニース
国際的なスポーツイベント、この地で古くから受け継がれてきた文化の祭り、クリスマ
ス村、ニースジャズフェスティバル、カーニバル…これらの大規模イベントは四季折々
にニースを満喫する絶好の機会となることでしょう。
2019年のニースのカーニバルは2月16日～3月2日に開催され、テーマは「映画の王」
です。
●壮大な自然に囲まれた街、ニース
ニースはウィンタースポーツ、ハイキング、乗馬、サイクリング、ラフティングなど各種
アクティビティを楽しむ旅の出発地としても最適です。
私たちはみなさまの旅の実現をお手伝いする、頼れる理想的なパートナーです。

NICE CONVENTION AND VISITORS BUREAU
BP 4079 - 5 promenade des Anglais 06302 Nice Cedex 04   Tel : + 33 (0)4 92 14 46 46
http://jp.nicetourisme.com/

Catherine ANOUILH
カトリーヌ・アヌイ
マーケティング＆コミュニケーション
ディレクター
catherine.anouilh@otcnice.com

来日者

Ria KOLEMBUSOVA
リア・コレンブソヴァ
レジャー開発マネージャー
Tel : +33 (0)4 92 14 46 24
ria.kolembusova@otcnice.com

担当者

Isabelle BILLEY-QUERE
イザベル・ビリー＝ケレ
広報担当
isabelle.billey-quere@otcnice.com

プレス担当者

お問い合わせ

観光局

©OTC de Nice

サレヤ広場©OTC de Nice

カーナヴァル©OTC de Nice

プロムナード・デュ・パイヨン©OTC de Nice
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ホテル・エリントン・ニース・サントル****
Hotel Ellington Nice Centre ****

©Olivia Marocco

©Frank Follet

● 「ホテル・エリントン・ニース・サントル****」は市中心部にある魅力あふ
れる4ツ星ホテルです。百貨店のほか、花市場および伝統的なレストラン
やバーでにぎわう旧市街、さらには高名な「イギリス人の散歩道（プロム
ナード・デ・ゾングレ）」まで歩いて5分の好立地を誇ります。

● 1950年代の小粋なムードとニースの伝統家屋の洗練されたデザインを組
み合わせた独特のインテリアが特徴です。

● 部屋数はジュニアスイートを含む103室。客室にはコーヒー /ティーメー
カー、ウェルカム・ミネラルウォーター、スリッパ、セイフティーボックス
などをご用意しています。

● ジャズのテイストに満ちたバーでは種類豊富なオリジナルメニューを提案。
さらに、お得な値段で楽しめるハッピーアワーが毎日設けられています。
バーは地中海を感じさせる160m2の広 と々したパティオにつながってい
ます。

● 当ホテルは、環境に配慮した宿泊施設に授けられる認証「ラ・クレ・ヴェ
ルト」、ゲイフレンドリーな施設を対象とした認証「ニース・イリゼ・ナチュ
レルマン」、観光サービス分野の国の認証「カリテ・トゥーリスム」を取
得しています。

● 日中の光が差し込むセミナールームを3室持ち合わせておりますので
MICEのお客様にもお勧めいただけます。最大70名まで収容可能です。

HOTEL ELLINGTON NICE CENTRE ****
25 Boulevard Dubouchage, 06000 Nice   Tel : +33 (0)4 92 47 79 79
www.ellington-nice.com/en/

Mirna KLAI
ミルナ・クライ
副支配人
Tel : +33 (0)4 92 47 79 79
mirna.klai@ellington-nice.com

担当者

お問い合わせ

ホテル

©Olivia Marocco

22



スプレンディッド ホテル＆スパ -グノー ホテル ニース
Splendid Hotel & Spa Nice - Gounod Hotel Nice

● 2017年には新たにサウナを完備したフィットネスがオープン。ス
プレンディッドとグノー、両ホテルの宿泊者ともに利用可能です。

● スプランディッド　ホテル＆スパは全128室、その内126室がバ
スタブ付、65室がツイン＆バスタブ、全室ケトル付、屋上にはパ
ノラミック・プールもございます。

● グノッドホテルはベルエポック調の雰囲気の小じんまりとしたホテ
ルで、全43室、その内16室のツインは全てバスタブ付きです。

● どちらのホテルもニースの中心に位置し、日本語衛星放送JSTV
をご覧いただけ、日本語を話すスタッフがおり、日本人観光客に
は最適のホテルです。

● お部屋、エレベーターの改装を2015年から進めており綺麗なお
部屋でおくつろぎいただけます。

● ロマンチック・ウェルカムという特別サービスも追加料金でご提供
可能です。

 http://www.splendid-nice.com/accueil-romantique/

SPLENDID HOTEL & SPA NICE - GOUNOD HOTEL NICE
50 Boulevard Victor Hugo - 06000 NICE   Tel : +33 (0)4 93 16 41 00
http://www.splendid-nice.com/en/    http://www.gounod-nice.fr/en/

Henri TSCHANN
アンリ・チャン
ジェネラル・ディレクター
htschann@splendid-nice.com

担当者

お問い合わせ

ホテル

23



オクシタニー地方観光局
Occitanie South of France Tourist Board

ポン・デュ・ガールからピレネー山中のガヴァルニー圏谷まで、ドルドーニュ渓谷から地中海まで、
フランス南部に新たに誕生したオクシタニー地方にはミディ運河、アルビ、カルカッソンヌ、ニー
ムなど世界的に有名な観光名所が揃っています。
● ポン・デュ・ガールの近くにあるユゼスで黒トリュフの自然栽培を見学する。ロカマドゥールと
カオールのあいだにあるラルバンクのマルシェでケルシーの黒トリュフに出会う。

● ロット川をサン・シルク・ラポピーまでクルージングする（サン・シルク・ラポピーは日本人に
人気の高い村です）。あるいは、美しいエーグ・モルト村を出発し、カマルグの魅力と当地の
雄牛や白馬に出会うロマンチックなエクスカーションを楽しむ。

● コリウール村の小道を散策しましょう。コリウールはその陽光でマティスをはじめとする画家た
ちのインスピレーションを刺激した、野獣派（フォーヴィスム）発祥の村です。

● カルカッソンヌ城塞内の城壁に面した場所に建つ旧司教館に宿泊しましょう。
● ニームに誕生するユニークな新施設、ローマ古代博物館Musée de la Romanitéを見学する。
庭付きのテラスを備えた館内の美食のレストランでは、ニームの円形闘技場を眺めながら食事
が楽しめます。同施設はフランス最大規模の現代建築プロジェクトの一つで、新基軸のミュー
ジアムであるのと同時に、暮らしと文化の場としての役割も果たします。

● 標高2,877mのピック・デュ・ミディの山頂に、空中に細長く突き出したスリリングな展望デッ
キがオープン。

● 8月にジャズファン待望の国際音楽フェスティバル「ジャズ・イン・マルシアックJazz In 
Marciac」を開催。参加予定ミュージシャン：ウィントン・マルサリス、イブラヒム・マーロフ、
ジョーン・バエズ、メロディ・ガルドーほか多数。

オクシタニー地方観光局ではみなさまが観光コースを設定するお手伝いをし、当地方の宿泊先、
レセプションエージェント、レストラン、アクティビティ、観光スポット等に関する相談を受け付け
ています。
また、とくに当地方の2,000を超える宿泊施設に関する情報を提供しています。当地方には豪華
なものから個性が光る魅力的なものまで、思い出深い滞在を約束する宿泊施設が揃っています。

OCCITANIE SOUTH OF FRANCE TOURIST BOARD
15 rue Rivals CS 78543 31685 Toulouse cedex 6   Tel : +33 (0)5 61 13 55 11
tourisme-Occitanie.com

Nicole PRADINES
ニコール・プラディン
コマーシャル・プロモーション・マネージャー
nicole.pradines@crtoccitanie.fr

Jacques DAOULAS
ジャック・ダウラス
プロモーション・コミュニケーション・ディレクター
jacques.daoulas@crtoccitanie.fr

担当者 プレス担当者

お問い合わせ

観光局

©C.Deschamps

コリウール ©G.Deschamps

ミディ運河©C.Deschamps
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トゥールーズ観光局
Office de Tourisme de Toulouse 

バラ色の街、トゥールーズで旅人を待つもの、それは…
――伝説の飛行機、宇宙、科学、そして人間の英知から成る冒険です。そしてそこに
旅人一人ひとりの冒険が加わります。それはこの街の太陽、歴史遺産や美しい自然を
目にしたときに覚える感動、サイクリングやクルージングやそぞろ歩き、活気に満ちた
賑やかな夕べなどから織り成されます。
トゥールーズはなにより秀逸な遺産を誇る街、そして人とのふれあいを大事にする、
真の「生活の美学（アール・ド・ヴィーヴル）」が息づく街です。さらにはダイナミッ
クに躍動し、現代的でコスモポリタンな個性を発揮しながらも、人の温もりが感じら
れる自然あふれる街です。
思い出に残る旅のアイディアと新着情報：
● エアバス社の組み立て工場を見学したあと、航空博物館「アエロスコピア
Aéroscopia」を訪問する。

● 2018年末、新地区「トゥールーズ・エアロスペースToulouse Aerospace」に「ア
ル・ド・ラ・マシンHalle de la Machine」がオープン。機械仕掛けの巨大なアー
ト作品を使ったパフォーマンスでお馴染みの「ラ・マシン」の設立者、フランソワ・ドゥ
ラロジエールのクリエーションがお目見えします。同地区には、航空郵便事業の先
駆けとして多様な航路を開拓したアエロポスタル社の歴史を紹介する施設も誕生
する予定。同社の前身となる「ソシエテ・デ・リーニュ・ラテコエール」社の創
設から100年を記念するプロジェクトです。

● 2018年、トゥールーズは「欧州科学首都」を担います。その一環として、フェスティ
バル「サイエンス・イン・ザ・シティ」を開催（7月7～15日）。科学に興味をも
つすべての人に知の扉を開く祭典です。

OFFICE DE TOURISME DE TOULOUSE 
Arche Marengo 1 allée Chaban Delmas 31500 Toulouse   Tel : +33 (0)5 81 31 30 26
www.toulouse-tourisme.com

Julie SOUPENE
ジュリー・スペーヌ
プロモーション担当
Tel : +33 (0)5 81 31 30 26
j.soupene@toulouse-tourisme.com

担当者

Marine ESCH
マリーヌ・エッシュ
広報担当
m.esch@toulouse-tourisme.com

プレス担当者

お問い合わせ

観光局

©D.VIET

©JMHerrador

©VilledeToulouseP.Nin

©GrandSiteToulousePatriceThebault
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トゥールーズ空港
Toulouse Airport

トゥールーズ・ブラニャック空港：フランス南西部への玄関口
トゥールーズ・ブラニャック国際空港はフランス第3位の地方空港で、2017年の利
用者数は900万人超。ヨーロッパのすべての大型ハブ空港に接続しているほか、パ
リのシャルル・ド・ゴール空港、フランクフルト、ミュンヘン、ロンドン、アムステル
ダムとの直行便が毎日運航されているため、オクシタニー地方やフランス南西部への
アクセスが容易になっています。
空港からトゥールーズの中心部までトラムやエキスプレスバスが通じています（鉄道
駅まで20分）。トゥールーズからフランス南西部が誇る美しい町や村へは鉄道で簡単
に移動できます（カルカッソンヌまで45分、アルビまで1時間、カオールまで1時間、
ボルドーまで2時間、モンペリエまで2時間10分など）。また、高速道路を使って
車でアクセスすることもでき、空港にはレンタカー会社6社が窓口を構えています。
定期バスもアンドラ（1日3便）およびモンペリエまで運行しています。
空港には両替所、キャッシュ・ディスペンサー、無料のWi-Fi、Safe Bag（荷物を
プラスチックフィルムで保護するシステム）、給水器、ワークスペースなど種々のサー
ビスが揃っています。また、ファミリーレセプションの認証を取得しており、キッズコー
ナーや乳幼児用スペースなども完備しています。
お身体の不自由な方への特別なサービスも提供しており、例えば空港内では車椅子
「Mouv +」をご自由にご利用いただけます。
特別なレセプションとハイクラスのサービスをお望みのお客さまには、ラウンジ「ラ・
クロワ・デュ・シュッド」をご用意。到着時のVIPレセプションサービスも提供しています。
トゥールーズ・ブラニャック空港は現在、皆さまにより快適にご利用いただけるよう
改修工事を実施しています。工事は2018年12月に終了し、充実の免税店スペース、
多種多彩なショップとレストラン、エアターミナルに連結したホテルNH（4ツ星）な
どが誕生する予定です。

TOULOUSE AIRPORT
CS 90103  31703 Blagnac Cedex
Tel : +33 (0)5 61 42 45 36   http://www.toulouse.aeroport.fr/en

Amélie PERRIN
アメリー・ペラン
観光線発展担当
Tel : +33(0)5 61 42 45 21
a.perrin@toulouse.aeroport.fr

Marc DUPEYRON
マーク・デュペロン
プレス担当
m.dupeyron@toulouse.aeroport.fr

お問い合わせ

空港

©ATB

免税店 ©Dufry

©ATB

キャピトル広場©patrice nin

プレス担当者担当者
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トゥールーズ空港
Toulouse Airport

トゥールーズ・ブラニャック空港：フランス南西部への玄関口
トゥールーズ・ブラニャック国際空港はフランス第3位の地方空港で、2017年の利
用者数は900万人超。ヨーロッパのすべての大型ハブ空港に接続しているほか、パ
リのシャルル・ド・ゴール空港、フランクフルト、ミュンヘン、ロンドン、アムステル
ダムとの直行便が毎日運航されているため、オクシタニー地方やフランス南西部への
アクセスが容易になっています。
空港からトゥールーズの中心部までトラムやエキスプレスバスが通じています（鉄道
駅まで20分）。トゥールーズからフランス南西部が誇る美しい町や村へは鉄道で簡単
に移動できます（カルカッソンヌまで45分、アルビまで1時間、カオールまで1時間、
ボルドーまで2時間、モンペリエまで2時間10分など）。また、高速道路を使って
車でアクセスすることもでき、空港にはレンタカー会社6社が窓口を構えています。
定期バスもアンドラ（1日3便）およびモンペリエまで運行しています。
空港には両替所、キャッシュ・ディスペンサー、無料のWi-Fi、Safe Bag（荷物を
プラスチックフィルムで保護するシステム）、給水器、ワークスペースなど種々のサー
ビスが揃っています。また、ファミリーレセプションの認証を取得しており、キッズコー
ナーや乳幼児用スペースなども完備しています。
お身体の不自由な方への特別なサービスも提供しており、例えば空港内では車椅子
「Mouv +」をご自由にご利用いただけます。
特別なレセプションとハイクラスのサービスをお望みのお客さまには、ラウンジ「ラ・
クロワ・デュ・シュッド」をご用意。到着時のVIPレセプションサービスも提供しています。
トゥールーズ・ブラニャック空港は現在、皆さまにより快適にご利用いただけるよう
改修工事を実施しています。工事は2018年12月に終了し、充実の免税店スペース、
多種多彩なショップとレストラン、エアターミナルに連結したホテルNH（4ツ星）な
どが誕生する予定です。

TOULOUSE AIRPORT
CS 90103  31703 Blagnac Cedex
Tel : +33 (0)5 61 42 45 36   http://www.toulouse.aeroport.fr/en

Amélie PERRIN
アメリー・ペラン
観光線発展担当
Tel : +33(0)5 61 42 45 21
a.perrin@toulouse.aeroport.fr

Marc DUPEYRON
マーク・デュペロン
プレス担当
m.dupeyron@toulouse.aeroport.fr

お問い合わせ

空港

©ATB

免税店 ©Dufry

©ATB

キャピトル広場©patrice nin

プレス担当者担当者

オート・ピレネー県観光局
Destination Pyrenees

オート・ピレネー県は世界的に名高い数々の観光サイトと、ヨーロッパでも
類を見ない豊かな自然を抱えもっています。
ルルド：毎年数百万人が訪れるマリア信仰の聖地です。
ツールマレー峠：自動車道路としてはピレネー山脈一の標高を誇り、毎年ツー
ル・ド・フランスの峠越えの舞台となっています。
ガヴァルニー圏谷：UNESCO世界遺産に登録されています。
ピック・デュ・ミディ：標高2,877mの山頂までロープウェイで簡単に登る
ことができ、ピレネー山脈を見晴らす絶景と、ヨーロッパ一澄んだ空を堪能
できます。
ピレネー国立公園：フランスとスペインにまたがるハイキングコースが数多く
整備されています。
ピレネー・ロード・トリップPYRENEES ROAD TRIP：ピレネー山脈と
いう国境のない“国”をめぐる伝説のコースです（徒歩、自転車、バス）。
フランスNO.1の温泉リゾート：スパセンターが8つあり、中でも日本式の
温泉を備えた「バルネアBalnéa」はつとに有名です。
美食：ビゴールの黒豚、バウムクーヘン、マディランのワインなど。
ウィンタースポーツ：オート・ピレネー県ではバージンスノーの銀世界が広
がる手つかずの大自然の中でハイテクスキーが楽しめます（9つのスキー場）。

DESTINATION PYRENEES
11 rue Gaston manent - 65950 Tarbes CEDEX 9   Tel : + 33 (0)5 62 56 70 06
www.tourisme-hautes-pyrenees.com

Anna FONTAN
アンナ・フォンタン
国際コマーシャル・プロモーションマネージャー
Tel : +33 (0)6 37 76 99 43
anna.fontan@ha-py.fr

担当者

お問い合わせ

観光局

©HPTE_PIERRE MEYER

バルネア、日本式温泉©HPTE_BALNEA-CEDRIC TOSONI

ピック・デュ・ミディ ©HPTE_CRT-PATRICE THEBAULT

スペイン橋、LE CLOT ©HPTE_CRT_VIET
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ルルド観光局
Office de Tourisme de Lourdes

ノートルダム・ド・ルルド大聖堂の聖域（サンクチュアリ）
聖域（サンクチュアリ）は1年を通じて毎日公開されています。また、4月～10月
は毎晩9時に松明行列が開催されます。数千人の巡礼者や観光客が参加して執り
行われるこの行列は、ルルドの1日を締めくくるハイライトイベントです。
城塞
岩山の上に建つルルドの城塞の内部にはピレネー博物館が設けられています。
ピック・デュ・ジェール山
夜空に光り輝く大きな十字架でそれとわかるピック・デュ・ジェール山は、ルルド
の町とピレネー山脈を見晴らす絶景が楽しめる素晴らしい展望スポットです。標高
約1,000mの山頂まで、100年を超える歴史を誇る個性豊かなケーブルカーが運
行しています。
レ・アール（市場）
レ・アールでは毎朝、グルメが喜ぶ活気あふれるマルシェ（市）が開催されています。
フォワグラ、ビゴール産黒豚、酪農家の手作りチーズ（牛、山羊）、ガトー・ア・ラ・
ブロッシュ（「串焼き菓子」の意味で、フランス版バウムクーヘン）、そしてもちろん、
有名な赤ワイン「マディラン」など、地元の特産物が並びます。
ルルド湖と18ホールのゴルフ場
ルルド湖は清涼な大自然の中に広がる大きな氷河湖です。心が洗わるような美し
い景観をもつこの湖では、散策、マウンテンバイク、釣り、パドルボードなどアウト
ドアアクテビティも楽しめます。近くにあるゴルフ場は18ホールのコースを備えて
おり、初心者、熟練者双方から好評を博しています。

OFFICE DE TOURISME DE LOURDES
Place Peyramale 65100 Lourdes   Tel : +33 (0)5 62 42 77 40
communication@lourdes-infotourisme.com   www.lourdes-infotourisme.com

Corine LAUSSU
コリｰヌ・ロシュ
プロモーション、コミュニケーション担当
Tel：+33 (0)6 72 15 14 24
c.laussu@lourdes-infotourisme.com

担当者

お問い合わせ

観光局

ろうそく行列©P. Vincent  - OT Lourdes

夏の城塞©P. Vincent -OT Lourdes

ピック・デュ・ジェール©P. Vincent-OT Lourdes

レ・アール市場©P. Vincent 13 -OT Lourdes
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ラ・バラゲール
La Balaguere

ラ・バラゲール社La Balaguère
ピレネー山脈でハイキングの旅を！
ラ・バラゲール社はピレネー山脈の中央部に所在する、1984年に設立された
ツアーオペレーター＆旅行代理店です。ハイキングおよびサイクリングツアーの
企画や手配に豊富な経験をもち、当地方を代表するDMC（デスティネーション・
マネージメント・カンパニー）となっています。
当社ではフランスおよびスペインの山、平野、沿岸部を舞台に、さまざまなテー
マにもとづく旅（ガイド付き、あるいはセルフガイド）を種類豊富に揃えています。
―自然
―文化と歴史
―タラソテラピーやバルネオテラピー（温泉療法）をはじめとするウェルネス＆ヨガ
―世界遺産「サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路」
―自転車、マウンテンバイク
―ファミリー向け（ロバが同行する旅など）
―渓流下り
―スノーシューやスキーを使ったトレッキング
旅のプランは、宿泊施設、アクティビティの期間、空港～滞在地の移送などに
関わる要望を踏まえ、各人の希望に合わせて作成します。
設立時より持続可能で地球環境に配慮した観光業の発展に取り組んできた当
社は、認証マーク「ATR（Agir pour un Tourisme Responsable／責任
あるツーリズムのために行動する）」を取得しています。

LA BALAGUERE
48 Route d’Azun, 65400 Arrens-Marsous   Tel : + 33 (0)5 62 97 46 46
labalaguere@labalaguere.com   https://www.labalaguere.com/   https://www.purelypyrenees.com/

Mattias NILSSON
マチアス・ニルソン
旅行会社担当マネージャー
Tel : +33 5 62 97 72 03 
mattiasnilsson@labalaguere.com

Lisa POULOT
リザ・プロ
コミュニケーション・アシスタント
lisapoulot@labalaguere.com

お問い合わせ

現地手配会社

©J.Sierpinski

©Pierre-Meyer

©David.Marret

©David.Serano

プレス担当者担当者
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パディラック鍾乳洞
Gouffre de Padirac

フランスNo. 1地底自然遺産！
ドルドーニュ渓谷の中央に位置し、ロカマドゥール村からすぐのとこ
ろにあるパディラック鍾乳洞は、地下にある自然遺産サイトとしては
フランス一の人気を誇ります。
見学者は洞窟探検のパートナー（見学のタイプに応じて、ガイドま
たはオーディオガイド）に導かれ、まずは地下103メートルの深さ
まで降下します。そして地下通路を散策したあと、地底を流れる川
を船で進み、数百万年の歳月をかけて自然がつくりだした鍾乳石に
よる造形美の数々を鑑賞します。
これまでに2,400万人がここを訪れ、その壮大な自然のモニュメ
ントに息を呑みました。さあ、次はあなたの番です。洞窟探検に合
わせて、森林公園での散策や地元の美味しいものを紹介するレスト
ランでのお食事も楽しめます。
驚きいっぱいの地底旅行に、いざ出発！

GOUFFRE DE PADIRAC
LE GOUFFRE 46500 Padirac   Tel : +33 (0)5 65 33 77 37 
resa@gouffre-de-padirac.com   http://www.gouffre-de-padirac.com/#/en/

Catherine GAGE
カトリーヌ・ガージュ
コマーシャル・ディレクター
Tel : +33 (0)6 35 06 79 10
cg@gouffre-de-padirac.com

お問い合わせ

自然遺産

©SESdePadirac

Pile_d'assiettes ©C.Gerigk-SESdePadirac_LD

©SESdePadirac

担当者

30



パディラック鍾乳洞
Gouffre de Padirac

フランスNo. 1地底自然遺産！
ドルドーニュ渓谷の中央に位置し、ロカマドゥール村からすぐのとこ
ろにあるパディラック鍾乳洞は、地下にある自然遺産サイトとしては
フランス一の人気を誇ります。
見学者は洞窟探検のパートナー（見学のタイプに応じて、ガイドま
たはオーディオガイド）に導かれ、まずは地下103メートルの深さ
まで降下します。そして地下通路を散策したあと、地底を流れる川
を船で進み、数百万年の歳月をかけて自然がつくりだした鍾乳石に
よる造形美の数々を鑑賞します。
これまでに2,400万人がここを訪れ、その壮大な自然のモニュメ
ントに息を呑みました。さあ、次はあなたの番です。洞窟探検に合
わせて、森林公園での散策や地元の美味しいものを紹介するレスト
ランでのお食事も楽しめます。
驚きいっぱいの地底旅行に、いざ出発！

GOUFFRE DE PADIRAC
LE GOUFFRE 46500 Padirac   Tel : +33 (0)5 65 33 77 37 
resa@gouffre-de-padirac.com   http://www.gouffre-de-padirac.com/#/en/

Catherine GAGE
カトリーヌ・ガージュ
コマーシャル・ディレクター
Tel : +33 (0)6 35 06 79 10
cg@gouffre-de-padirac.com

お問い合わせ

自然遺産

©SESdePadirac

Pile_d'assiettes ©C.Gerigk-SESdePadirac_LD

©SESdePadirac

担当者

ケルシー・デクヴェルト
Quercy Decouvertes

サン・シルク・ラポピー村があるロット渓谷で、忘れがたい旅の
ひとときを味わいませんか。
ロット川をクルージングし、かつて船頭たちがよく食べていた定番ラ
ンチを味わいましょう。ランチのメインは「エストフィナード」。干し
鱈とじゃがいもでつくる郷土料理です。
川から見上げる珍しいアングルでサン・シルク・ラポピー村の写真
を撮ることができます。
カオール村とその有名な伝統のマルシェなどに寄り、渓谷めぐりの
旅をさらに充実させましょう。カオール村をほかでは撮れない絶妙
のアングルから写真に収めることができます。
中世の城塞都市、カオール村にはミニトレインが走っています。ミ
ニトレインは乗客を村の中心部まで運んだあと、ヴァラントレ橋の袂
で降ろしてくれます。
ケルシー・デクヴェルトでは上記のほかにも皆さまに代わり、フラン
ス南西部全域（トゥールーズ、カルカッソンヌ、ルルド、ボルドー、
ロカマドゥール、カオール、サン・シルク・ラポピーなど）を対象に
したオーダーメイドのツアーコースを企画いたします。

QUERCY DECOUVERTES
684 avenue Anatole de Monzie 46000 Cahors   Tel : +33 (0)5 65 30 16 55
contact@quercy-decouvertes.com   www.quercy-decouvertes.com

Sylvain GINIER
シルヴァン・ジニエ
ディレクター
Tel : +33 (0)5 65 30 16 55
contact@quercy-decouvertes.com

お問い合わせ

現地手配会社

サン・シル・ラポピー ©Lot Tourisme - E. Ruffat

カオール ©Lot Tourisme, Jerome Morel

プチトラン©Lot Tourisme, Jerome Morel

担当者

ロカマドゥール©Lot Tourisme C. Novello
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ホテル・メルキュール・アルビ・バスティッド
Hotel Mercure Albi Bastides

● タルン川の岸辺にあり、歴史的建造物に登録されている1770
年につくられた水車小屋を利用したホテル。UNESCO世界遺産
のアルビ司教都市と向かい合って建っています。

● 歴史地区からヴィユー橋を渡って徒歩で8分
● 2017年に全面改装された空調設備付きの56室。うち20室は
バスタブが付いたツインルームです。

● サント・セシル大聖堂とトゥールーズ・ロートレック美術館を望
む見晴らしのいいレストラン。夏は川岸のテラスで食事が楽しめ
ます。

● 地元の伝統の味と現代人の嗜好を両立させる料理が魅力。ロー
トレックの著書『ロートレックの料理法L’ Art de la cuisine』
にあるレシピを再現した「トゥールーズ・ロートレックのメニュー」
も提供しています。

● 大型バスも停められる無料専用パーキング

HOTEL MERCURE ALBI BASTIDES
41 RUE PORTA 81000 Albi   Tel : +33 (0)5 63 47 66 66
www.lavermicellerie-hotelmercure.fr 

Thierry LAFOND
ティエリー・ラフォン
支配人
h1211-gm@accor.com

お問い合わせ

ホテル

レストラン©Thierry LAFOND

ダブルルーム©Thierry LAFOND

バー ©Thierry LAFOND

来日者
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カルカッソンヌ観光局
Office de Tourisme de Carcassonne

オクシタニー地方を代表する観光地、UNESCO世界遺産のカルカッソンヌで歴史遺産と
美食と自然を満喫する……
2つの世界遺産（中世の城塞都市とミディ運河）を抱えるカルカッソンヌはフランス南部のオ
クシタニー地方にあり、トゥールーズから1時間弱、バルセロナから2時間半の場所に位置
します。
カルカッソンヌの城塞都市はロマン主義の画家たちのインスピレーションを掻き立て、さらに
ケヴィン・コスナー主演の『ロビン・フッド』など数多くの映画の撮影の舞台となりました。
あのウォルト・ディズニーもこの地の中世の城塞に魅了され、ここに滞在しています。
当地を訪れる観光客は年間200万人以上。カルカッソンヌはフランスで最も観光客数の多
い都市ベスト5にランクインしています。　
魅力：カルカッソンヌは美食の街として知られ、伝説の料理人、プロスペール・モンタニェ
（1865～1948）の生まれ故郷でもあります。ミシュランの星付きレストランが3件あるほか、
美食のレストラン、ワインバー、質の高いパティスリーやショップが目白押し。おすすめはカ
スレ（インゲン豆の煮込み料理）。本場の味をぜひご賞味ください。
活気あふれるカルカッソンヌの市中心部は「芸術と歴史の町」に登録されています。さらに
周辺地域も豊富な歴史遺産と自然を誇り（数多く残る城館や修道院、一面に広がるぶどう
畑など）、ハイキングコースも多数整備されています。
イベント：毎年7月に開催される国際総合フェスティバル「フェスティバル・ド・カルカッソ
ンヌ」、ツール・ド・フランス（ゴール、休息、スタートの3日間）、7月14日の革命記念日
に開催される国内屈指の花火大会、7～ 8月に開催される馬上槍試合ショー、10月のワイ
ン祭り、トリュフ市、12月のクリスマス祭「マジー・ド・ノエル（クリスマスの魔法）」など
カルカッソンヌでタイムスリップの旅を！
カルカッソンヌ観光局では観光のプロフェッショナル（ツアーオペレーター、旅行代理店）に
対してインカミングサービスを提供し、旅の企画や手配をお手伝いしています。また、各種
メディアからのお問い合わせやご相談に応じています。

OFFICE DE TOURISME DE CARCASSONNE
28 rue de Verdun , 11890 Carcassonne   Tel : +33 (0)4 68 10 24 30
incoming@carcassonne-tourisme.com   http://ja.tourisme-carcassonne.fr/ 

Sarah SEGUY 
サラ・セギ
プロモーション・マネージャー
Tel : +33 (0)4 68 10 24 39
seguy@carcassonne-tourisme.com

担当者

お問い合わせ

観光局

シテ・カルカッソンヌ©Paul Palau

Carcassonne ©Paul Palau

革命記念日花火©Paul Palau

フェスティバル・ド・カルカッソンヌ©Ville de Carcassonne Julien Roche
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ドメーヌ・リベラック****
Domaine Riberach****

ル・ドメーヌ・リベラックは旅心をくすぐる魅力的なワイナリーホテル
です。地中海とピレネー山脈に挟まれた山あいにあり、ペルピニャン
空港およびTGVが停車するペルピニャン駅から30分、バルセロナ
やトゥールーズから2時間弱の場所に位置します。
ホテルは4ツ星で、部屋はスイートルームも含めて18室。そのいく
つかは1930年代につくられたワイン醸造桶の中に設けられています。
ミシュラン1ツ星の美食のレストランも併設。腕を振るうのは、
2016年の「ボキューズ・ドール」に輝いた名シェフで、ジャパニー
ズテイストを効かせた地中海料理が評判です。
ドメーヌ内にはジャグジー付きの美しいスパもあり、くつろいだ雰囲
気でリラックスタイムを満喫できます。美しい庭の南側には自然の池
（ビオトープ）があり、泳ぐこともできます。
当ホテルはぶどう畑の中にあり、環境に配慮したいわゆる「エコロッ
ジ」です。ぶどう畑は歩いて、あるいはジープを使った「ワイン・サファリ」
でめぐることができます。当ドメーヌのスタッフがガイドするワイン・
サファリは、素晴らしい景観と秀逸な自然派/ビオワインを紹介する
のと同時に、土に触れ、情熱をもってそれを耕す人 と々の出会いのひ
とときを提案しています。

DOMAINE RIBERACH****
2a route de Caladroy  66720 Bélesta   Tel : +33 (0)4 68 50 30 10
commercial@riberach.com   http://www.riberach.com/en/

Laurence HERLIN-LEMAIRE
ローランス・エルラン＝ルメール
コマーシャル・ディレクター

お問い合わせ

ホテル

©Rene Limbourg et Lionel Moogin

©Rene Limbourg et Lionel Moogin

ジュニアスイート©Rene Limbourg et Lionel Moogin

バルネオスパ

担当者
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エロー県観光局
Herault Tourisme Board - Destination Languedoc

風光明媚なラングドック地方のいたるところで、数千年の歴史に裏打
ちされたブドウ栽培の技が息づいています。ひんやりと涼しいカーブ
を訪れれば、きっと醸造家のワインづくりにかける熱い想いに触れる
ことになるはずです。
それにしても、なんと長きにわたる歩みでしょう。エトルリア人とギリ
シャ人がこの地に最初のブドウの苗木を植えたときから、実に6000
年の歳月が過ぎているのですから！ 地中海の長い浜を見下ろすように
して広がるこの地では、ブドウの栽培は伝統というよりも文明そのも
のです！
そして海に目を転じれば、当地方の海岸は地中海でもとくに自然が手
厚く守られており、パウダーサンドの長いビーチと複数の自然保護区
を抱えています。
つまるところ、地中海、世界最大にしてフランス最古のブドウ畑、国
内随一の密度を誇る「フランスの偉大な景勝地」指定の名所の数々、
ヨーロッパ最古の大学医学部と解剖学博物館を擁するモンペリエ、
ミディ運河、フランス流「暮らしの美学（アール・ド・ヴィーヴル）」
がラングドック地方の魅力をつくりあげているのです。

HERAULT TOURISME BOARD - DESTINATION LANGUEDOC
maison du tourisme, avenue des moulins, 34184 Montpellier cedex 4   Tel : +33 (0)4 67 67 71 32
languedoc.com

Jean-François POUGET
ジャン=フランソワ・プジェ
マーケティングディレクター
Tel : +33 (0)6 85 93 02 52
jfpouget@herault-tourisme.com

担当者

お問い合わせ

©OT Béziers-Méditerranée

©Gilles Deschamps ‒ OT Béziers Méditerranée

©E_Brendle

©OT Sète

観光局
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ニーム観光局
Nimes Tourism

2018年ぜひ訪れたいニームの見所
円形闘技場：二千年前に建造、今なお現役で使われています。
古代ローマ博物館：円形闘技場の真向かいに、今年6月2日オープン、コンテ
ンポラリーな外観の博物館の中にはモザイクを含む古代ローマの遺品が五千点
展示、中庭は入園自由な考古学庭園、地元っ子の生活空間になります。
メゾン・カレ―ローマ時代の神殿、隣にはカレ・ダール：現代美術館＆メディ
アテック。
ピカソ展：5月から来年2月迄市内2つの博物館で催されます。
ニームは7月に決議が出されるユネスコ人類世界遺産の候補です。
デニムの発祥地がニームなのはご存知ですか？“De Nimes”「ニームから」来
ています。
ニームの紋章―やしの木と鎖に繋がれたワニ：紀元前31年、オクタビアヌス
がアクティウムの海戦でアントニウスとクレオパトラを破り、初代皇帝アウグス
トゥスになった際、ニームで鋳造された硬貨が由来です。美しい泉の公園ジャ
ルダン・ド・ラ・フォンテーヌ、3箇所のミシュランの星付レストラン、ワイン、オリー
ブ製品など豊富な食材が並ぶ中央市場もお見逃しなく。

現代に古代ローマ文化が生きてる町ニームに是非おいで下さい。

NIMES TOURISM
19 rue Trajan 30000 Nîmes   Tel : + 33 (0)4 66 58 38 20
groupes@ot-nimes.fr   www.nimes-tourisme.com

Irène FANTON
イレーヌ・ファントン
プロモーション・マネジャー
Tel : + 33 (0)4 66 58 38 20
irene.fanton@spl-agate.com

担当者

お問い合わせ

観光局

ローマ博物館 ©Stéphane Ramillon Ville de Nîmes

メゾン・カレ©OT Nîmes

フォンテーヌ庭園©OT Nîmes

©V. Chambon, OT Nîmes
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ポン・デュ・ガール
Pont du Gard

1985年にUNESCOの世界遺産に登録されたポン・デュ・ガールは、フラン
スで最も見学者の多い古代遺跡です。
モンペリエ、マルセイユ、アヴィニヨンの3つの都市の中間地点にあるこの古代
ローマの水道橋は、南フランスきっての観光名所となっており、世界中から毎
年約100万人の観光客が訪れます。ここは素晴らしい自然に抱かれた面積
165ヘクタールの観光サイトで、博物館、映画館、遊んで学べる子ども向けミュー
ジアムスペース「リュド」などが併設され、多様なアクティビティが楽しめます。
レストラン「レ・テラス」では、古代遺跡を望む贅沢な空間で地中海料理を味
わうランチタイムを提案。グループを対象に、ガイド付き見学にランチなどを組
み合わせたプランもご用意しています。
毎年6月には光と花火の大型ショー「レ・フェリ・デュ・ポンLes Féeries 
du Pont」を開催。古代の水道橋を幻想的な物語で彩り、見る人を夢の世界
へいざないます。
古代ローマとの出会いの余韻に浸るには、フランス一の人気を誇るこの遺跡を
眺めながら、ローマ時代より連綿とつくられ続けてきたワインを味わうのがいち
ばんです。ポン・デュ・ガールの目の前にあるレストラン「レ・テラス」では、
そんなユニークで貴重なひとときが楽しめます。

PONT DU GARD
La Bégude - 400 route du Pont du Gard 30210 Vers Pont du Gard   Tel : +33 (0)4 66 37 50 57
http://pontdugard.com/jp

Eva RECORDIER
エヴァ・レコルディエ
プロモーション・マネージャー
Mob : +33 (0)6 48 10 46 17
eva-recordier@pontdugard.fr

Domnine REYNERT
ドムニヌ・レイネール
プレス・マネージャー
Tel : +33 (0)4 66 37 50 21
domnine-reynert@pontdugard.fr

プレス担当者担当者

お問い合わせ

古代遺跡

©A.RODORIGUEZ

ガイド付き観光©A.RODORIGUEZ

フェスティヴァル「橋の妖精たち」©A.RODORIGUEZ

レストラン  レ・テラス ©A.RODORIGUEZ
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アコーホテルズ
ACCORHOTELS

アコーホテルズは、世界100ヵ国に4300を越えるホテル&リゾートと、3,000以
上の高級レンタルホームを展開し、旅行・ライフスタイル・デジタルを通じ、ユニー
クな体験を提供する世界最大級のホテルグループです。フランス・パリを拠点とし、
ラグジュアリーからエコノミーまで幅広いブランドで、現在フランス国内には1500を
超えるホテルを展開しております。

ACCORHOTELS
〒100-0011　東京都千代田区内幸町1-1-7 日比谷U-1ビル 12F    Tel : 03-5157-1733
www.accorhotels.com

Hideki YAMAKI
山奇 英樹
グローバルアカウント マネージャー
hideki.yamaki@accor.com

担当者

Emi YAMAZAKI
山﨑 絵美
マーケティング & コミュニケーションズ マネージャー
emi.yamazaki@accor.com

プレス担当者

お問い合わせ

ホテル

ホテル ル ルイ ヴェルサイユ シャトー Mギャラリー by ソフィテル

ル ロイヤル モンソー ラッフルズ パリ

プルマン パリ トゥール エッフェル

イビス パリ アレジア モンパルナス カトルズィエム
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クロワジー・ヨーロッパ
CroisiEurope

クロワジー・ヨーロッパは1976年に創業したフランスのファミリー
企業で、ヨーロッパを代表するクルージングカンパニーです。
当社では25を超えるヨーロッパの河川、運河、沿岸部で50籍の
船舶を運航しており、4ツ星～5ツ星クラスの質の高いサービスと
優れたコストパフォーマンスで高い評価を受けています。
当社の大きな強みの一つは、クルージングの舞台がフランスである
ことです。当社では多数の船舶を使って、パリからオンフルールへ
向かうセーヌ川の川下り、ブルゴーニュ地方とローヌ渓谷の魅力に
触れる川旅、ボルドーとアキテーヌ地方を楽しむガロンヌ川、ドル
ドーニュ川、ジロンド川のクルージング、ストラスブール発着のライ
ン川下り（ロマンチック・ライン）を提供しています。さらに当社だ
けの企画として、外輪船を使ったロワール川クルージングも開催し
ています。フランスの地方をよりくつろいだ雰囲気のもとで味わいた
い方には、平底船（定員22名）によるクルージングがおすすめです。
アルザス、プロヴァンス、ブルゴーニュ、シャンパーニュ、オート・
ロワール、イル・ド・フランスの運河で船旅が楽しめます。

CroisiEurope
12 rue de la Division Leclerc, 67000 Strasbourg   Tel : +33 (0)3 88 76 44 44
info@croisieurope.travel   http://www.croisieurope.travel/en-gb

Sarah LAMISCARRE
サラ・ラミスカール
国際エリアマネージャー
slamiscarre@croisieurope.com

Michel GRIMM
ミッシェル・グリム
海外セールスディレクター
Tel : +33 (0)3 88 76 41 97
MGrimm@Croisieurope.com

Marjan LEVY
マリアンヌ・レヴィ
マーケティング・アシスタント
MLevy@Croisieurope.com

お問い合わせ

クルーズ

MS Camargue©Haubtmann

Renoir II ©CroisiEurope

MS Lafayette ©Haubtmann

MS Loire Princesse ©CroisiEurope

担当者 プレス担当者来日者
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レイルヨーロッパ
Rail Europe Japan

レイルヨーロッパ　2018年のアピールポイント
● フランス国鉄の列車に乗り放題となる『ユーレイル フランスパス』は、2017年から新名
称で販売が開始されました。2018年はパイロットとして、通用日数の選択が1日から8
日まで1日刻みでご利用いただけます。また、料金も値下がりしました。

 同パスには、事前予約で、ディズニーランド・パリの入園チケットが20ユーロ割引、La 
Valle VillageのVIPパスプレゼントや各都市のシティパスが半額になるなどの様々なボー
ナス特典を備えています。

● 2017年に2つの高速新線が開通しました。TGVアトランティック線は、パリ～ボルドー
間が従来から1時間短縮の2時間4分で運行され、ブルターニュ・ペイ・ド・ラ・ロワー
ル線は、パリ～モンサンミッシェルの玄関口レンヌまで、30分以上の短縮となる90分、
ロワール地方最大の都市ナントへは2時間で到着します。

● 2018年には、『TGV InOui』の車両が5つの地域で導入される予定です。
● 2018年には、隣国スペインを結ぶニーム ‒ モンペリエバイパス間に80KMの高速路線
専用のトンネルが出来、15分の短縮となる3時間未満で結ばれます。

● 2018年には、日本においても格安の『OuiGo』をはじめとする『OuiBus』、
『OuiCar』のお手配も可能になります。
● TGV Lyriaは、時速320KMの3クラス編成でフランスとスイスを繋ぎます。
 パリ～バーゼル： 3H03 6往復/日 パリ～チューリヒ： 4H03 5往復/日
 パリ～ローザンヌ： 3H40 5往復/日 パリ～ジュネーヴ： 3H08 8往復/日
 マルセイユ～ジュネーヴ：3H30　1往復/日
● ロンドンとパリ、ブリュッセル、アムステルダムを結ぶ国際高速列車ユーロスターのパス
ホルダー料金は、ユーレイルパス1カ国あるいはユーレイルセレクトパス2か国所持者に
は適用されなくなりました。

● フランス国鉄とスイス国鉄の資本により設立された公的法人であるレイルヨーロッパは、
パリに本社を置き、世界の主要10カ国に事務所を設置しております。

ヨーロッパの商品数のラインナップは業界トップで、世界最大の販売流通網を有しています。

RAIL EUROPE JAPAN
〒102-0085  東京都千代田区六番町5-5  飯田ビル2F
www.raileurope.jp

Eri KAGAMI
加々美 恵理
在日代表
Tel : 03-5212-1160
kagami@raileurope.jp

担当者

お問い合わせ

鉄 道

©SNCF-MEDIATHEQUE - ALEX PROFIT

©SNCF-MEDIATHEQUE - PATRICK MESSINA

©SNCF-MEDIATHEQUE - BRIGITTE BAUDESSON

©SNCF-MEDIATHEQUE - ALEX PROFIT

40



エールフランス航空
Air France

搭乗した瞬間からそこはフランス！
● エールフランスからはじまるフランスの旅
エールフランス航空は羽田、成田、関西の3空港から最大毎日4便を運航。
日本とパリを直行便で便利に結んでいます。また、パリ シャルル・ド・ゴー
ル空港からは、豊富なネットワークでフランス各都市へとスムーズなアク
セスをご提供いたします。
● エールフランスで美食を堪能！
機内では、美食の国フランスをご体験ください。
エコノミークラスの機内では、お食事前にシャンパンなどの食前酒とス
ナックをご用意いたします。温かいメインディッシュはフランス料理また
は和食の2種類からお選びいただけます。フランスパンは空港内で出発
時間に合わせて焼き上げたものをご提供。お食事に合わせて、フランス
ワインをお楽しみください。お食事後には、コーヒー、紅茶や食後酒で
お寛ぎください。
また、有料のア・ラ・カルト ミールをご用意。4つのメニューからお選
びいただけ、人気を呼んでいます。（日本発は3種類）
● 洗練されたデザインで、フランスのエスプリを感じられる機内
機内を彩るフレンチ・デザインも、エールフランスの旅の醍醐味のひとつ。
明るくシンプルで上品なキャビンをご満喫ください。

エールフランス航空
Tel : 03-3298-9598（旅行会社サポートデスク）
営業時間：9時30分～18時00分
土曜、日曜、祝祭日を除く
 *個人のお客様からのお問い合わせは承れません

URL : 旅行会社専用サイトwww.agentconnect.biz

お問い合わせ

航空会社

©AIR FRANCE

©AIR FRANCE

©AIR FRANCE

©AIR FRANCE

レイルヨーロッパ
Rail Europe Japan

レイルヨーロッパ　2018年のアピールポイント
● フランス国鉄の列車に乗り放題となる『ユーレイル フランスパス』は、2017年から新名
称で販売が開始されました。2018年はパイロットとして、通用日数の選択が1日から8
日まで1日刻みでご利用いただけます。また、料金も値下がりしました。

 同パスには、事前予約で、ディズニーランド・パリの入園チケットが20ユーロ割引、La 
Valle VillageのVIPパスプレゼントや各都市のシティパスが半額になるなどの様々なボー
ナス特典を備えています。

● 2017年に2つの高速新線が開通しました。TGVアトランティック線は、パリ～ボルドー
間が従来から1時間短縮の2時間4分で運行され、ブルターニュ・ペイ・ド・ラ・ロワー
ル線は、パリ～モンサンミッシェルの玄関口レンヌまで、30分以上の短縮となる90分、
ロワール地方最大の都市ナントへは2時間で到着します。

● 2018年には、『TGV InOui』の車両が5つの地域で導入される予定です。
● 2018年には、隣国スペインを結ぶニーム ‒ モンペリエバイパス間に80KMの高速路線
専用のトンネルが出来、15分の短縮となる3時間未満で結ばれます。

● 2018年には、日本においても格安の『OuiGo』をはじめとする『OuiBus』、
『OuiCar』のお手配も可能になります。
● TGV Lyriaは、時速320KMの3クラス編成でフランスとスイスを繋ぎます。
 パリ～バーゼル： 3H03 6往復/日 パリ～チューリヒ： 4H03 5往復/日
 パリ～ローザンヌ： 3H40 5往復/日 パリ～ジュネーヴ： 3H08 8往復/日
 マルセイユ～ジュネーヴ：3H30　1往復/日
● ロンドンとパリ、ブリュッセル、アムステルダムを結ぶ国際高速列車ユーロスターのパス
ホルダー料金は、ユーレイルパス1カ国あるいはユーレイルセレクトパス2か国所持者に
は適用されなくなりました。

● フランス国鉄とスイス国鉄の資本により設立された公的法人であるレイルヨーロッパは、
パリに本社を置き、世界の主要10カ国に事務所を設置しております。

ヨーロッパの商品数のラインナップは業界トップで、世界最大の販売流通網を有しています。

RAIL EUROPE JAPAN
〒102-0085  東京都千代田区六番町5-5  飯田ビル2F
www.raileurope.jp

Eri KAGAMI
加々美 恵理
在日代表
Tel : 03-5212-1160
kagami@raileurope.jp

担当者

お問い合わせ

鉄 道

©SNCF-MEDIATHEQUE - ALEX PROFIT

©SNCF-MEDIATHEQUE - PATRICK MESSINA

©SNCF-MEDIATHEQUE - BRIGITTE BAUDESSON

©SNCF-MEDIATHEQUE - ALEX PROFIT
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E N J O Y  C H A M P A G N E  L A U R E N T - P E R R I E R  R E S P O N S I B L Y

ストップ！未成年飲酒・飲酒運転。妊娠中や授乳期の飲酒はやめましょう。お酒は
なによりも適量です。サントリー酒類株式会社
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